
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

第
三
十
九
囘
大
會 

 
 
  
 
  
  
                             

〈
日 

時
〉 

六
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
よ
り 

 
 
  
 
  
  
                             

〈
會 

場
〉
早
稻
田
大
學
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

三
十
三
號
館 

三
階 

第
一
會
議
室 

〈
硏
究
發
表
お
よ
び
講
演
要
旨
〉 

【
硏
究
發
表
】 

『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
十
三
話
と
傳
源
信
『
法
華
經
讀
誦
觀
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

平
安
後
期
『
法
華
經
』
讀
誦
法
の
一
側
面―

 

崔 

鵬
偉 

『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
は
、『
往
生
拾
因
』『
今
昔
物
語
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
後
期
の
淨
土
思
想
や
説
話
文

學
の
硏
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
の
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。『
心
性
罪
福
因
緣

集
』
の
譯
註
作
業
を
進
め
る
中
、
卷
中
第
十
三
話
は
、
源
信
假
託
の
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
内
容
的
に
近
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

こ
で
本
發
表
で
は
、
ま
ず
兩
者
の
本
文
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
關
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
前
者
は
大
乘
經

典
全
般
の
讀
誦
を
説
く
の
に
對
し
て
、
後
者
は
『
法
華
經
』
の
讀
誦
に
特
化
し
て
い
る
理
由
を
檢
討
し
た
い
。 

南
宋
に
お
け
る
華
嚴
宗
章
疏
の
刋
刻
と
敎
學
の
展
開―

―

智
儼
撰
『
孔
目
章
』
を
例
に 

 
 
 
 
 
 

櫻
井 

唯 

中
國
華
嚴
敎
學
は
唐
の
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）
に
よ
っ
て
基
礎
が
築
か
れ
た
が
、
唐
末
五
代
の
戰
亂
の
影
響
に
よ
り
、
宋
初

に
は
そ
の
著
作
は
ほ
ぼ
散
逸
し
て
い
た
と
い
う
。
智
儼
の
思
想
が
再
び
注
目
を
集
め
る
の
は
南
宋
の
紹
興
年
閒
（
一
一
三
一
～
一
一

六
二
）
以
降
の
こ
と
で
、
北
宋
期
に
高
麗
か
ら
復
還
し
て
い
た
智
儼
の
著
作
は
こ
の
時
期
に
至
っ
て
相
次
い
で
刋
行
さ
れ
た
。
本
發

表
で
は
、
智
儼
撰
『
孔
目
章
』
の
註
釋
書
で
あ
る
撰
者
未
詳
『
明
宗
記
』（
一
一
七
一
年
成
立
）
と
、
新
出
資
料
・
宋
版
『
孔
目
章
』

卷
四
後
序
（
國
寶
稱
名
寺
聖
敎
の
う
ち
）
の
關
係
を
檢
討
し
、
敎
學
の
展
開
が
佛
典
の
開
板
活
動
に
與
え
た
影
響
を
論
ず
る
。 

古
靈
寶
經
に
於
け
る
『
法
輪
罪
福
』
の
位
置
付
け 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
 

林 

佳
惠 

『
法
輪
罪
福
』
は
、
東
晉
末
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
作
ら
れ
た
、
古
靈
寶
經
と
呼
ば
れ
る
經
典
の
一
つ
で
あ
る
。
劉
宋
の
道
士
陸
修

靜
は
、
こ
れ
を
「
元
始
舊
經
」
に
分
類
し
て
い
る
が
、
天
眞
が
仙
公
に
降
っ
て
敎
法
を
授
け
る
と
い
う
、「
仙
公
所
受
」
の
「
新
經
」

の
よ
う
な
内
容
構
成
の
經
典
で
あ
り
、
そ
の
設
定
に
は
「
新
經
」
と
の
繫
が
り
が
窺
え
る
。
一
方
、
天
眞
が
説
く
敎
法
で
は
、
他
の

「
元
始
舊
經
」
と
の
關
連
も
指
摘
で
き
る
。
本
報
告
で
は
、『
法
輪
罪
福
』
と
他
の
經
典
と
の
關
り
や
、
こ
の
經
典
が
示
す
經
典
觀
等

に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
『
法
輪
罪
福
』
が
古
靈
寶
經
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
考
え
る
。 

張
九
成
『
孟
子
傳
』
考
察―

―

心
の
「
幾
」
を
中
心
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

松
野 

敏
之 

張
九
成
（
一
〇
九
二
～
一
一
五
九
）
は
朱
熹
に
よ
っ
て
禪
學
に
傾
倒
し
た
と
批
判
さ
れ
、
南
宋
末
以
降
影
響
力
の
凋
落
し
た
道
學

者
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
著
書
『
孟
子
傳
』
は
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
が
世
に
出
る
以
前
の
書
で
あ
り
、
南
宋
道
學
の
『
孟
子
』
解

釋
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
硏
究
は
多
く
な
い
な
が
ら
、
張
九
成
の
解
釋
に
は
「
人
主
の
心
術
」

重
視
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
發
表
で
は
、
さ
ら
に
張
九
成
が
心
の
動
き
に
注
目
し
な
が
ら
『
孟
子
』
を
解
釋
し
て
い

る
こ
と
、
そ
こ
に
は
「
幾
」
へ
の
注
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。 

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
の
都
城―

―

『
根
本
中
觀
頌
』
の
意
味 

 
 

 
 

 
 

齋
藤 
直
樹 

龍
樹
作
『
根
本
中
觀
頌
』
の
な
か
に
三
度
「
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
の
都
城
」
が
現
れ
る
．
輪
廻
に
係
わ
る
敎
理
上
の
諸
事
項
な
ど
の
虚

構
性
が
そ
の
比
喩
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
．
そ
の
了
解
は
，
そ
の
論
書
で
使
わ
れ
る
「
存
在
す
る
」
と
い
う
動
詞
が
，
反
語
と
假
定
文

を
除
い
て
，
い
か
な
る
主
語
の
も
と
で
も
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
．
そ
の
一
方
で
究
極
的
な
眞
理
の

條
件
と
し
て
の
「
至
高
の
意
味
」
は
そ
れ
自
體
と
し
て
涅
槃
へ
の
經
路
で
あ
り
，
し
か
も
言
語
的
慣
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
う
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
．
存
在
の
徹
底
的
否
定
と
解
脱
の
可
能
性
の
暗
示
と
の
あ
い
だ
の
解
き
が
た
い
緊
張
の
意
味
を
考
察
す
る
． 

【
講 

 

演
】 

日
本
古
寫
經
『
金
剛
場
陀
羅
尼
經
』（
國
寶
本
・
五
月
一
日
經
本
・
七
寺
一
切
經
本
・
興
聖
寺
一
切
經
本
）
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

落
合 

俊
典 

日
本
古
寫
經
の
中
、
書
寫
年
代
が
一
番
古
い
寫
經
と
言
え
ば
『
金
剛
場
陀
羅
尼
經
』
で
あ
る
。
書
風
と
し
て
も
歐
陽
詢
・
歐
陽
通

の
書
を
髣
髴
と
さ
せ
る
典
雅
な
古
寫
經
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
奧
書
に
「
歳
次
丙
戌
年
五
月
、
川
内
國
志
貴
評
内
知
識
、
為
七
世

父
母
及
一
切
衆
生
、
敬
造
金
剛
場
陀
羅
經
一
部
、
藉
此
善
因
往
生
淨
土
終
成
正
覺
。
敎
化
僧
寶
林
。
」
と
あ
り
、
こ
の
丙
戌
が
六
八
六

年
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
藤
本
孝
一
氏
は
紙
背
に
「
天
平
十
八
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
問
題
提
起
が

な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
國
寶
本
の
書
寫
年
代
を
正
倉
院
聖
語
藏
の
五
月
一
日
經
本
と
比
較
し
て
解
決
を
目
指
し
た
い
と
考

え
る
。 


